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課題名

1７水稲早期栽培における育苗法

（１）水稲早期栽培でのハウス内育苗の積重ね出芽におけ
る加温方法
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試 験研

究年次
１～２年（完了）

Ｉ目的

水稲早期栽培における積重ね出芽による育苗技術を確立するため，安全
性の高い加温方法を明らかにする。

Ⅱ試験方法

１供試品種コシヒカリ．

２播種期１年は２月２８日，２年は３月１３日

３播種法１２０９／箱，条播

４加温方法

年次ＮＣ加温方法
供試

段数箱数

１無加温１２７２

一

－－毎屯へ

＝ 一一へ

韻み笈ね出芽の内部状態

１２電熱温床線（250W）２０１２０←一一一一

３電熱温床線（400W）２０１２０

４〃木枠配線（４００ｗ）２０１２０

２５〃木枠配線（400Ｗ）２０１２０

６〃木枠配線（800Ｗ）２０１２０

注）①（）内は３．３㎡当たり換算値．
②加温区はサーモスタットを使用し

上限を３０℃に設定．

③木枠配線は独自に考案したもので

電熱温床線を１３０×１７０cmの台付き

木枠に固定し ツ 床面上５ｃｍに配線

５ピニールハウスの規模間口５．４m，

中央部の高さ２．７m，奥行き１２m。
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Ⅲ主要成果の概要

２月下旬～３月中旬の低温条件下での育苗を前提とした ？ ピニールハウ

ス内での讃重ね出芽における安全性の高い加温方法を明らかにした。

１３月上中旬のハウス内における積重ね出芽は，電熱L温床線を利用して加
温すれば出芽が早く，上下段の生育差が少なく

５日で出芽する。この場合の所要電力としては

度必要である。なお ，

１
９

出芽期間は短縮し ７ ４～

３．３㎡当たり最低４００W程

育苗箱列の間隔は10cm程度とする

２電熱温床線を木枠に固定して床面上５ｃｍに配線した
は ，

，

｡

いわゆる木枠配線
●

熟効率が良く温度上昇効果が高い。なお，１３０×１７０ｃｍの木枠配線で
200箱程度の加温出芽が容易にできる。
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Ⅳ主要成果の具体的データ
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第１図 蔽重ね内部とハウス内外の温度変化

御木枠配線400Ｗは１年と２年に検討したが，
温度変化に年次間差はほとんどみられな
かったため,１年の温度推移のみ記載。

積み重ね内部の加温方J法別出芽長 ・苗長

一出芽長(c､)Ｌ‐蝿幽旦且董曇L聖
上段中央下段上段中央下段

１．６０．７０．５１０．０８．９
１．４１．０１．７９．２９．０１０．４
１．６１．２１．９１０．０９．８１１．０
２．２１．８２．５１１．４１１．４１１．９

1.0１．３１．５１１．１１１．９１２．４
１．５１．７１．９１１．９１２．５１２．７

注）①積み重ね日数の（）内は、出芽長１．５cm時の
、推定稜み重ね日数。
②出芽長は積み重:ね終了時。
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日）

積み重

ね日数

１０(１１）

６（６）

５（５）

５（４）

3（４）

3（３）

Ｖ 成果の評価と収致-上の宙忌扇

早期水稲の育苗技術指針に追加記載する。

Ⅵ 今後の研究上の問題黒

平床育苗法などの省力的育苗法の確立
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